
別紙様式２（高） 

令和４年度 県立茎崎高等学校自己評価表 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 

目指す学校像 社会人として求められる基礎学力及び生活習慣を身に付けさせるとともに、自己の将来を見据えた職業観、勤労観に基づく進路実現を支援し、豊かな人間性を備えた

社会人の育成に努める。 

１ 生徒・教職員、共に学び合う学校             ２ 生徒・教職員の信頼関係が構築された学校 

３ 懇切丁寧な指導・きめ細かな指導を実践する学校      ４ 一人ひとりの個性に応じた多様な進路実現が図れる学校 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

＜成果＞ 
①学習指導の工夫・改善により、生徒の基礎学力が向上
し、学び直したいという意欲を持つ生徒が増加してい
る。 

②基本的な生活習慣が身に付いていない規範意識に欠け
る等の生徒は徐々に減りつつあり、落ち着いた学校生
活を過ごせるようになった。 

③生徒の能力・適性等に応じて、四大・短大・専門学校進
学から就職まで多様な進路実現に対応している。 

④三部制定時制単位制高等学校の特徴を広く周知したこ
とにより、地域や近隣中学校における本校に対する評
価が改善・向上しており、特別な支援を要する生徒に係
る引き継ぎについても中学校の理解が進んだ。 

⑤教職員の勤務時間を把握することができた。 
＜課題＞ 
①基礎的・基本的な学習内容の理解が十分でない生徒が
少なくなく、生徒間の学力の差も大きいため、生徒の学
び直しを丁寧に支援する。加えて、個に応じた発展的学
びに対応する指導を充実させる。 

②人間関係を築くのが得意でない生徒が多く、教育相談
機能等の効果的な運用により、豊かな人間関係づくり
を支援する。 

③キャリア教育を充実させ、生徒の進路意識の向上を図
るとともに、多様な進路実現に組織的に対応できるよ
う、就労支援も含めて体制を整える必要がある。 

④学校公開（授業公開等）や、地域や近隣中学校との交流
を推進することにより、本校に対する理解を深め、連携
を更に進める。 

⑤基準を超える超過勤務の解消に向けて、校務の精選や

業務の割振りの見直しを行う。 

 

１ 基礎学力の向上を図る ア 授業を積極的に公開して学習指導の工夫・改善を図り、生徒が主体的に学習に
取り組める授業を実践する。 

イ  少人数授業、ＴＴ授業などの個の能力に応じた学習指導を実践し、BYOD で持
ち込まれた機器を効果的に活用しながら、生徒の学びの質を向上させる。 

ウ 授業の中で自分の考えを書く時間を積極的に設け、文章力の向上を図る。 

A 

２ 学びの場としての環境
作りに取り組む 

ア ユニバーサルデザインの考えを取り入れた授業を展開する。 
イ スクールカウンセラーやキャンパスエイドの支援を得て、教育相談機能を充実
させ、望ましい人間関係を構築しながら、安心して登校し学べる環境を醸成する。 

ウ 通級指導の活用などにより、生徒の実生活や授業等での困り感の軽減を図る。 
エ 図書館の整備により、生徒が読書や学習で利用しやすい環境を整える。 

A 

３ 基本的な生活習慣の確
立を図る 

ア 登下校指導や日常の声かけをとおして、服装・頭髪等の身だしなみを正し、挨
拶の励行に努める。 

イ 遅刻・早退・欠席を少なくし、欠課時数の増加や生徒指導上の問題行動による
退学者数を減らす。 

B 

４ 生命や人権を大切にす
る態度を育成する 

ア  お互いを思いやり、尊重する態度を育成し、生徒相互の豊かな人間関係を築く。 
イ いじめは、「人間として絶対に許されない」という意識を持たせる。 

B 

５ 進路指導の充実を図る ア  ロングホームルームや進路ガイダンスを充実させ、進路別見学会を実施し、進
路情報の収集と提供により、進路意識の向上を図る。 

イ  綿密な面談により、生徒や保護者の進路希望を把握し、進路指導の充実を図る。 
A 

６ 特別活動の充実と活性
化を図る 

ア 生徒の自主性を育みながら、生徒会活動を活性化し、部活動の充実を図る。 
イ ＨＲ活動を中心に、キャリア・パスポートを活用して学びを振り返るとともに、
将来への見通しを持たせる。 

A 

７ フレックススクールと
しての特徴を生かした教
育活動の向上・推進を行う 

ア ＨＰや印刷物等により、フレックススクールの教育活動内容を積極的に発信す
る。 

イ  中学校訪問や学校説明会等広報の拡大を図り、保護者や地域社会との連携を推
進する。 

A 

８ 教職員の資質能力の向
上とともに働き方改革に
より超過勤務時間の減少
を図る 

ア 校内研修を充実させるとともに、校外の研修に積極的に参加し、教職員として
のスキルアップを図る。 

B 



別紙様式２（高） 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 

３つの方針 具体的目標 

「三つの方

針」スクール

ポリシー 

「育成を目指す資質能力に関す

る方針」（グラデュエーション・

ポリシー） 

基本的な生活習慣を身につけた人材 

豊かな人間性を備えた人材 

社会人としての教養と規範意識を身につけた人材 

「教育課程の編成及び実施に関

する方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

生徒一人一人の多様な学習ニーズに対応した学習活動とキャリア教育による生徒の進路実現 

・習熟度に応じた選択科目の設定（基礎基本を目指す科目、発展的な考察を深める科目） 

・興味・関心に応じた選択科目の設定（活動的な科目） 

・学んだことを発表したり、試したりする場の設定（文化祭による発表や展示、資格試験や検定試験） 

「入学者の受入れに関する方針」 

（アドミッション・ポリシー） 

思いやりを持ち、自他を尊重して信頼を築こうとする生徒 

基本的生活習慣を身につけ、健康的な生活を心がける生徒 

学校や社会の規範を守って日常生活ができる生徒 

意欲的・主体的に学習や行事に取り組める生徒 

自己実現に向けて日々努力する生徒 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教 

科 

指 

導 

国語 充実した授業を展開する。 生徒の学習意欲を向上させるために、実態に合った授業や評価(テストを含む)を行う。 A 

A 

年度初めから生徒端末がネッ

トワークにつながりにくい状

況が続いてしまったため、来

年度は ICTの積極的かつ効果

的な利用をおこなう。また、教

科担当間での連携を密に行

う。 

科目担当者間での連携を密に行い、学習状況が不十分な生徒へのサポートを充実させる。 B 

ICTを積極的に取り入れ、生徒が主体となる授業作りに努める。 B 

基礎学力の向上を図る。 漢字検定や文章検定の資格取得を奨励し、基本的な学習習慣を継続させるよう努める。 A 

学び直しの授業を通し、集中して学習に取り組む態度を育成するとともに、思考力・判断

力・表現力を育むために必要な基礎的な学力を身に付けさせる。 A 

地歴・

公民 

基礎学力の向上を図る。 基礎的・基本的な事項を繰り返し学習する時間を設け知識の定着をはかる。 A 

A 

コミュニケーションに苦手意

識を持つ生徒からいかに発言

や記述を引き出すかに課題が

ある。また、新教育課程に対応

した評価法についても、職員

間で意見交換を行い、無理な

く継続できる評価方法の選択

肢を増やしたい。 

努力の成果が形として残るようなプリント学習の展開をはかる。 A 

分かりやすい授業を展開し，学習

意欲の向上を図る。 

身近な社会的事象を導入に用いることで生徒の興味を喚起する。生徒の素朴な疑問を拾い

あげ、対話することで、知的関心を刺激したい。 
B 

自作教材やマルチメディア教材などを活用し、授業への興味・関心を高める。 A 

評価法を工夫し、生徒の良い点を伸張するよう努める。 
B 

数学 
基礎学力の向上を図る。 

習熟度別授業やＴＴ授業を実施し，個々の能力に応じて小・中学校の復習から高校数学の

応用問題まで幅広く取り扱う。 
Ａ 

Ａ 

特に数学の苦手な生徒、得意

な生徒への個別指導を、一部

の期間だけでなく、定期的に

実施できるようにしたい。 生徒の興味・関心を高め，学習意

欲の向上を図る。 

興味・関心を高めるような学習内容や教材を工夫する。 Ａ 

関心の高い生徒に対し，個別指導や課題等により，更なる意欲の向上に努める。 Ａ 



別紙様式２（高） 

 

 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教 

科 

指 

導 

理科 思考力の向上を図る。 ティームティーチング指導をとおして，個に応じたきめ細やかな指導を行い，生徒の理解

力を向上させる。 
A 

A 

・計算は、能力を高める指導は

教科内で共有を図る必要が

ある。 

・45 分の授業時間で効果的な

実習を行う方法を模索し、

教科で共有していきたい。 

数値や単位の扱いを理解させ、計算力を高める。 B 

中学理科の内容との関連を意識させ，系統的な知識が身につくような授業を展開する。 A 

生徒の興味・関心を高め，学習

意欲の向上を図る。 

生徒の実態に応じた授業内容・授業方法を精選・工夫することで学習意欲の向上を図る。 A 

日常生活と結びつく身近なトピックを授業に取り入れ，その際に視聴覚教材や ICTなどを

効果的に活用する。 
A 

観察・実験を積極的に授業に取り入れることで学習内容への興味・関心を高める。 B 

保 

健 

体 

育 

体 

育 

生徒の実態を把握しつつ、運動量

の確保と生涯を通じて取り組む

ことができるスポーツを見つけ

させる。 

生徒の健康状態、体力、嗜好を把握し、クラスや個の実態に応じて運動種目やルールを設

定することで、主体的に運動に取り組む環境づくりに努める。また、年間５種目以上の競

技に必ず触れさせることを目指し、その中で生徒が自ら動き、学ぶことの楽しさや達成感

を覚えるよう授業を実施する。 

B 

A 

運動経験が少ない生徒が多い

ため、模倣運動やルール理解

に時間がかかり、試合の時間

を確保することが困難であ

る。また、体育での ICT を活

用した授業計画も検討する。 
体育着着用の指導の徹底を図る。 体育着を着用して参加する生徒の意欲をしっかりと評価し、全員が主体的に楽しく授業に

取り組めるよう、指導を行う。 
A 

保 

健 

正しい意思決定・行動選択ができ

る能力を身に付けさせる。 

社会で起こっている具体的な事例をあげながら学習指導を行う。また、ICT を活用し、必

要な情報を視覚的に手に入れる方法や手段を見つけられるようにするとともに、調べ学習

などを行うことで、主体的に取り組む環境づくりを行う。 

B 

A 

学ぶ姿勢を身につけさせる。 望ましい授業態度が身に付くよう、指導するとともに、毎学期ごと合計２回の課題提出を

徹底させる。 
A 

芸 

術 

音 

楽 

芸術を愛好する心情を育てる。 芸術的な活動を通して感性を高め、実生活においても芸術を鑑賞する心情を育成する。 

自主的に芸術を楽しむ態度を育てる。 
A 

A 

・コロナ禍の影響で今年度は

歌唱の授業があまりできず、

内容の幅が狭かった。次年度

は改善したい。（音楽） 

・提出率 100％を達成できた。

次年度も目指していきたい。

（美術） 

基礎技術の確実な定着を図る。 実習においては個々のレベルに応じた丁寧な指導を心がける。 B 
個性豊かな表現を伸ばす。 複数の種類の楽器に触れる機会を設定し、芸術性のある創造力・表現力を身に付けさせる。 A 

美 

術 

美術への興味、関心を高める。 日常と関連させた課題設定と導入を行い、題材への興味をもたせ、授業課題の提出を 100％

できるように意識を高める。 
A 

A 
つくる喜びを味わわせる。 個別指導を通して生徒一人一人が表現したい内容を理解し、個に合わせた技術支援を行

う。 
B 

授業を受ける態度を身に付けさ
せる。 

自ら準備・片付けをし、制作のための道具や自他の作品を丁寧に扱うよう指導する。 A 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 
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評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教

科

指

導 

芸 

術 

書 

道 

小筆、大筆の特徴に合わせた書
に取り組ませる。 

小筆、大筆の特徴に合わせた書の表現を確認させて、創作の意欲を持たせる。臨書から漢字

仮名交じり文、実用の書へ発展させる。 

B 

A 

・左記の通り、A評価のところ

は大変良くできたので、次年

度も継続していきたい。（書

道） 

作品を完成させる喜びを味わ
わせる。 

文化祭、学年末に合わせ、作品づくりを目指す。生徒の希望に合わせ、色紙や篆刻を試みる。 A 

授業を受ける態度を身に付け
させる。 

きちんとした服装を整え、自ら準備、片付けの徹底を指導する。前時後すぐに準備、片付け

は次時の授業に間に合わせる。 

A 

英語 基礎学力の向上を図る。 「コミュニケーション英語Ⅰ」や「基礎から学ぶ英語」の授業等を通して，中学英語の既習

事項との関連性を意識させながら基礎的・基本的な「読むこと」「書くこと」の能力の向上

を図る。 

A 

A 

・ICT を活用した授業のさら

なる充実。 

・ALTを活かした授業展開と、

授業外活動の充実。 

・新課程に即した授業展開の

工夫。 

・実用技能英語検定受検者数

の増加、及び合格率の向上。 

 

授業を通して，日常生活に結びつく基礎的・基本的な語彙の数を増やしつつ、語彙運用 

能力の向上を図る。 

A 

観点別評価の工夫を通して，評価と一体化した指導を行い，基礎学力の向上を図る。 B 

音声面を重視しつつバランス

の取れた 4 技能の向上を目指

す。 

教科書の英文音読練習を繰り返し行うことで、英文に触れた際に自分自身で正しい発音や

イントネーションを再生し内容を理解する能力の向上を図る。 

B 

ALT と連携のとれたティームティーチング授業で生きた英語に直接触れさせ，「聞くこと」

「話すこと(発表，やり取り)」の能力の向上を図る。 

A 

ICT等を活用し、教科書に出てくる文法や重要な表現を，具体的な言語使用場面と結びつけ

て指導をする。 

A 

家庭 学習に取り組む姿勢を育成す

る。 

始業・終了時の挨拶・服装指導を徹底させる。学習用具の準備や実習の準備，後片付けを習

慣付ける。 

 

A 

A 

生徒一人一人の学習意欲の向

上と基礎学力の定着ができ

た。さらに向上を目指したい。 

協調性を持ち，基礎学力を身に

付させ，各自が基礎学力を活用

できる力をつける。 

興味・関心を引く教材を使用し，基本的な被服製作・調理実習を楽しみながら取り組ませ，

日常生活が改善できる知識技術を指導する。 

A 

情報 パソコン操作技術の向上を図

る。 

 

Wordや Excelの基本操作を習得させる。 

PowerPointの基本操作を習得させる。 

プログラミングの基本を習得させる。 

A 

A 

実習中心に実施したため、情

報モラル等の座学の必要のあ

る授業が十分実施しなかっ

た。共通テストにもなってい

るが、本講の実情では実施す

るべきか迷うところである。 

情報社会について学び， 情報

モラルの向上を図る。 

携帯電話やスマートフォンなど身近な情報機器を教材として取り上げ，情報化が社会に及

ぼす影響や課題についての理解を深めさせ，正しい情報モラルが身に付く授業を展開する。 B 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 
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評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教 

科 

指 

導 

総合 社会生活や職業生活に必要な

基本的能力や態度と望ましい

勤労観・職業観を育成する。 

各年次の発達段階に応じて、総合的な探究の時間及びＬＨＲなどの時間を活用することに

より、自己理解を深めつつ進路について多面的に考え、職業人として社会に貢献するため

に必要となる基礎知識や態度を身に着けさせる。 

A 

A 

新聞の活用に加えて「Get the 

point（ボードゲーム）」の活用

による取組を行った。生徒が

身につけやすい手法を工夫す

ることで、社会課題に取り組

みたい。勤労観・職業観を育成

する取組については、取り組

む時間を増やしたい。 

現代社会への興味関心を高め

させる。 

新聞を用いて現代社会の事実や課題を知り、インターネットや書籍を用いて調べることで

自分の生きる社会についての興味関心を引き立たせ、進路選択の一助とする。 
A 

自己理解を深めさせる。 青年期の心理について知識を得るとともに、コミュニケーション能力向上を図る方法を体

験的に学ぶことにより、自己の在り方・生き方について深く考えさせる。 
A 

日本や中国の文化について理

解を深めさせる。 

日本の伝統芸能や郷土の文化に触れることや、中国の言語と文化について学ぶことを通し

て、より広い視野を身に付けさせる。 
A 

教
科
指
導
（
専
門
） 

商業 ビジネス教育の充実を図る。 ミクロ経済学を理解したうえで、身近な事象を見ながら経済学の楽しさを理解させる B 

B 

ビジネス系列希望者を増やす 

経済学について理解させる。 ミクロ経済の市場のあり方について考え，需給関係の理論を理解させる B 

簿記会計能力の基礎力充実を

図る。 

簿記の基礎基本を理解させ，商業計算能力の向上を目指す。会計書類を活用できるように

する。（検定合格者数を数値目標とする） 
A 

家庭 衣食・保育への興味・関心を高

める。 

栄養，食品，献立，調理，テーブルコーディネートを通して，食に対する興味・関心を持

てるようにし，望ましい食生活が自ら実践できる力をつけるようにする。 
A 

A 

意識改革、学びを生活に生か

す実践力が身についた。さら

により発展的な内容も取り入

れたい。 
日常生活で関わる衣服の管理，簡単な補修ができるようにする。将来の保育環境を自ら適

切に考えられるようにする。 
A 

実習に望む態度を身に付けさ

せる。 

きちんとした服装を整え，自ら準備，片付けの徹底を指導する。 
A 

教務 多様な生徒に対応し，基礎学力

の定着を図りながら，社会を生

き抜く力を育成する。 

基礎学力向上のための新たな教育課程編成を研究し、個に応じた指導（多様な選択科目，

少人数，ＴＴ，ＩＣＴ端末活用等）の実践による、指導方法を開発する。    
A 

B 

・教員間での授業参観による

授業方法の研究をする。 

・教員の相互授業参観や研究

協議等の機会を増やす。 

・ICT を活用した教育の充実。 

・学校説明会等の実施方法に

ついて研究・検討する。 

教員間での授業参観を行い、特別な配慮を要する生徒を含めた多様な生徒に対応し、ICT

端末を活用した授業や生徒の学習行動を引き出す授業方法を互いに研究する。 
C 

フレックススクールの広報活

動の充実を図る。 

学校案内やホームページに工夫改善を加えるとともに学校説明会を通して、フレックスス

クールとしての本校の役割についての広報活動を行う。 
A 

フレックススクールとしての

教育活動の充実を図る。 

３部制単位制普通科高校として教育活動の充実・発展が図れるよう、学校行事の運営方法

等について研究する。 
A 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 

 

 

 

 



別紙様式２（高） 

 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

進路指導 生徒一人一人の希望と適性の

理解・把握に努める。 

個々の適性を把握し、堅実な進路活動に導くため、個人面談に先駆けて進路希望調査を実

施・集計する。 
A 

A 

ICT のさらなる活用を漸次促

進したい。ICT の適切な活用

によって、求人票をはじめと

する資料の検索性を向上さ

せ、職員間の情報共有を容易

にし、事務作業に係る時間や

労力を圧縮することが可能で

ある。すなわち、ICT の活用

が、職員の持てる力を左記の

目標にいっそう集中できるよ

うな環境づくりに資するもの

と考えられる。 

生徒が自ら進路指導室に足を運ぶ機会を増やすよう努め、コミュニケーションを促進する。 B 

望ましい勤労観･職業観の育成

を図る。 

大学・専門学校等の担当者や周辺事業所・職業安定所・地域福祉課等と連携し、進路ガイダ

ンス・進路講演会・進路見学会を企画する。 
A 

職業体験を推奨し、様々な職種への理解を生徒に促すとともに、社会人として相応しい資質

を育む。 
B 

進路情報の提供と進路開拓を

図る。 

ＰＴＡ総会に合わせ、『進路の手引き』を発行し、卒業年次対象の進路講演会を実施する。 A 

生徒の個性に応じた就職・進学先を確保するため、教員による訪問見学・説明会出席を積極

的に行う。 
B 

生徒の個性・適性・希望等を把

握し、個に応じた指導の充実を

図る。 

進路指導部会の場を有効に活用し、各年次との連携を密にする。部会を年間１５回程度開

く。生徒情報はもちろん、指導法やトラブル対応方法などの知見を共有できるようにする。 
A 

進路ガイダンスや進路見学会において多様な講座・見学先を提供し、生徒の進路希望に沿っ

た意識づけを図ることができるようにする。 
A 

就労支援の充実を図る。 

特別支援学校や関係機関との連携を密にし、保護者・生徒の要望・実情に合った情報提供を

行う。 
A 

２年次での職業体験を通して、個々の特性と職場での適合を図る一助とする。 B 

生徒指導 生徒指導体制の一層の充実を

図り、基本的生活習慣の確立に

努める。 

いじめの未然防止、早期発見のためすべての休み時間を生徒指導主事及び係分担した全教員

で生徒を見守る。発見した場合、被害者の安心安全を確保する措置を速やかに講じ、関係機

関との連携を図りながら適切に対応する。 

Ａ 

Ａ 

・新しい生徒指導提要に沿っ

た、生徒の視点に立ち、人権を

重視しながら、全教育活動を

通じて、生徒の成長を支援す

ることが生徒指導であるとい

う理念を全職員で共有するこ

とが必要。 

・本校の特性及び定時制であ

る事を踏まえた指導のあり

方・方法を模索し、全職員で共

有することが必要。 

服装頭髪指導やマナー指導の目的を職員間で共通理解し、社会人としての素養を育成する。 Ｂ 

交通安全指導・登下校校指導を行い、生徒の危機管理意識を醸成し、事故の未然防止に努め

る。 
Ｂ 

校則を基準にしながらも、個々の特性に応じた指導を個別に行う。 Ａ 

生徒指導に関する教員間の共

通理解を深める。 

定期的に生徒指導部会を実施し、情報を共有する。 Ａ 

職員朝会を通して、生徒指導部会の情報並びに適宜必要な情報を全職員に周知し、共通理解

の上で、学校全体として同じ方向性をもった指導を行う。 
Ｂ 

生徒指導相談員の助言を有効活用して、日々の指導に活かす。 Ａ 

校内研修会を通して生徒指導に関する知識・理解を深め、個々の職員の指導力向上を図る。 Ｂ 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 

 



別紙様式２（高） 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

特別活動 生徒が自主的，主体的に取り組

む生徒会活動を促進する。 

生徒会本部役員の月１回以上の定例会を実施し，課題に対する具体的な解決策を話し合う。

また，目安箱を設置し，広く生徒の意見を取り入れた生徒会活動を促進する。 
A 

A 

コロナ感染等への対応をしな
がら対面での活動も取り入れ
た。生徒総会・芸術鑑賞会は、
３年ぶりで通常通り体育館で
行った。文化祭も、コロナ感染
の状況を注視しながら、飲食
を伴わない形式での対面での
文化祭を行い、生徒たちも充
実して取り組むことができ、
好評だった。生徒会役員選挙
は立候補演説の動画を各クラ
スで視聴するなどの対策を講
じた。今後は対面とオンライ
ンの判断、部活動運営等につ
いてが、課題となる。 

生徒会が中心になり部活動や

委員会活動，HR活動の活性化を

図る。 

生徒会が中心になって部活動や委員会活動，ＨＲ活動と連携することで，生徒一人一人が学

校生活を支える一員として、具体的な役割を担えるようにする。 
A 

ＨＲ活動を中心としてキャリア・パスポートを活用し，教科学習，教科外活動，学校外の活

動の３つの視点で学びを振り返り，将来への展望が持てるようにする。 
B 

よりよい人間関係の形成，より

よい集団生活の構築や社会参

画及び自己実現に繋がるよう

に、行事を企画し，運営する。 

各行事で前年度の反省を有効に生かして、午前・午後・夜間、各部の生徒が支障なく活動で

きるようにし，フレックス制に合った実施方法を検討していく。 
B 

コロナ禍でも感染防止を心掛けながら行事を運営し，校内での感染者ゼロを目指す。生徒一

人一人が活躍できる場面を増やし，一層の自己肯定感を醸成する。 
A 

保健厚生 

 

心身の健康の保持増進を図る。 各種検診を必ず受診するよう呼びかけ（尿検査の受検者率を 9 割目標），自分の健康を意識

させる。 

A 

A 

・各種検診の未実施者を減ら

す 

 

・保健室と教育相談室との情

報共有 

 

・年次を超えたすべての授業

担当者への情報共有。情報

共有する場・方法の検討 

 

・研修参加者を増やすための

管理職と研修の取り扱いに

ついての検討 

 

・すべての授業について観察・

フォローできる雰囲気づく

り 

生徒が安心・快適に学校生活がおくれるように，救急処置・救急体制に万全を期すとともに

救命講習研修会を実施する。 

A 

教育相談・健康相談の充実に努めるとともに，必要な場合は，関係専門機関との連携を図り

適切に対応する。 

A 

感染症対策を実施し，感染防止に努める。 A 

保健教育の充実とともに，生き

る力を育む。 

薬物乱用防止講話や性教育講演会を年 1回実施し，生徒の問題行動の防止に努める。 A 

美化委員・保健委員会活動において，生徒の活動の場を多く作る。 B 

保健室に配置する図書・資料・掲示物の充実を図り，生徒が健康・安全の意識を高めるため

に役立てる。 

A 

学習環境を整え，環境美化・整

備を行う。 

学校安全の確保に努め，破損箇所・危険箇所について事務室と連携して迅速に対応する。 A 

ゴミの散らかし防止を呼びかけるとともに，分別処理を徹底させる。 A 

快適な学習環境を維持するため，生徒職員一体となって清掃活動に取り組む。 A 

個別支援の充実を図る。 学校内における情報の引き継ぎを行い，校内支援体制を充実させる。 B 

特別支援教育巡回相談や校内研修会を年 1回以上実施し，支援の方法を学ぶ機会を増やす。 A 

スクールカウンセラー，キャンパスエイド，スクールソーシャルワーカーと適切に連携を図る。 A 

特別支援教育コーディネーターと協力し，これまでの生徒に関する情報や授業観察等から

気になる生徒の状況を把握する。必要に応じて，生徒の生活上の困難が改善・克服されるよ

う通級指導を充実させる。 

A 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 



別紙様式２（高） 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

渉外 

ＰＴＡ活動における活動への理

解と参加率の向上を図る。 

文化祭、研修会等での活動を通じて会員間及び教職員との親睦を深める。 A 

B 

ＰＴＡ本部役員の選出が大変

難しく継続的なＰＴＡ活動を

どのように維持していくか。 
入学式、合格者説明会等において、ＰＴＡ活動への参加と協力を呼びかける。 B 

本部役員と協議して、ＰＴＡ行事や委員会における活動及び運営の円滑化を図る。 B 

気軽に参加しやすい雰囲気作りを心がける。 B 

ＰＴＡ活動の活性化を図る。 広報委員会では、会員の意見をできるだけ取り入れて運営する。 B 

生徒指導委員会では、一声運動マナーアップキャンペーンを実施する。 B 

図書 

居場所としての図書館づくりに

努めて、生徒・職員双方の図書館

の利用促進を図る。 

自律神経を整える音楽を流したり、ぬいぐるみを置いたりして、心を落ち着けることので

きる居心地のよい図書館をつくる。 A 

A 

B 

・居場所としての図書館づく

りに努めて、具体的な取り組

みを実行することができた。

利用者数も増えて、生徒から

も好評なので、次年度も継続・

推進していきたい。 

・学習指導における図書館の

活用に課題が残った。次年度

は図書館を授業で積極的に活

用してもらうための方策を考

えていきたい。 

・年度内に何回か蔵書管理シ

ステムのトラブルが発生し

た。次年度は、蔵書管理システ

ムの操作方法、トラブル対処

方法などについて、図書部員

向けの研修をする機会を作り

たい。 

季節に合わせた展示やレイアウトの工夫を行うことで、毎日 10 人以上の生徒が図書館を

利用することを目指す。 

必要な視聴覚教材・機材を購入し、図書館を視聴覚教育の場として機能させる。 B 

司書教諭を中心に、各教科と図書館を繋ぎ、授業における図書館活用を促進させる。 B 

蔵書の充実に努めて、図書や読書

に親しむ態度の育成を図る。 

書籍・雑誌等の情報収集に努めて、適切に図書選定を行い、蔵書を充実させる。 B 

図書委員会と連携して、絵本や民話の読み聞かせやミニ教養講座等を年に複数回開催し、

図書や読書に親しむ態度を育成する。 
B 

図書部員で分担して、図書だよりを年に複数回発行し、図書や読書に親しむ態度を育成す

る。 
A 

部員が自主的に研修を行い、図書

館経営に関する知見を深めると

ともに、持続可能な働き方を徹

底・推進する。 

部長を中心に不必要な会議・書類作成等の雑務を減らし、図書部員の業務負担を軽減する。

また、勤務時間外の業務は行わないことを部内で徹底し、健全な働き方を推進する。 
A 

高教研図書部の研修会への参加、長期休業中を活用した自主的な研修など、図書部員各自

が積極的に研鑽を積み、図書館経営に関する知見を深めるように努める。 

B 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 

 

 

 



別紙様式２（高） 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

情報 

 
校務用ＰＣの保守管理に努める。 

使用者による定期的な OSのアップデートを実施できるよう情報提供を行う。 Ａ 

Ａ 

・全員で協力して、端末の貸与

やトラブル解決に取り組むこ

とができた。 

・チームで、様々な業務に携わ

れるように、業務の分担をさ

らに改善していく。 

・次年度の予算について、十分

な検討を行い、非常勤の先生

全員にも配布できるようにし

たい。 

 

全職員一人一台の校務用 PCの整備に努める。 Ｂ 

日常業務が円滑に実施できるよう、日々のセキュリティ管理とトラブル対応を努める。 Ａ 

最新機器の状況等についての情報収集に努め、適切な機器選定を行う。 Ａ 

教育用情報機器の保守管理に努

める。 

電子黒板等、教室での教育用情報機器の利用環境の整備を図る。 Ａ 

情報機器を活用した教育活動のあり方についての研究を行う。 Ｂ 

必要な機器の導入・整備・更新を適切に行う。 Ｂ 

教育用タブレット機器の保守管

理に努める。 

学校で保有する Chromebook、iPadの定期的な保守・点検を行う。 Ａ 

教育用必要なソフトウェアの調査・研究、および導入・利用を図る。 Ａ 

快適なネットワーク環境の整備を行い、必要な保守点検を行う。 Ａ 

定期的なソフトウェアの更新に努め、日常利用上のトラブルの減少を図る。 Ａ 

校内ネットワーク環境を整備し、

適切な保守管理に努める。 

各種無線ネットワーク機器の定期的な保守点検を行い、トラブルを未然に回避する。 Ｂ 

万が一のトラブル発生に対しては、原因を特定し、必要な解決を図る。 Ａ 

学内有線ネットワーク機器の保守点検を行い、必要な機器の入れ替えを行う。 Ａ 

一年次 基本的生活習慣の確立を図る。 登校指導時の声掛け、休み時間の観察、生徒面談などを通して状況把握及び生徒理解に努

め、問題の早期対応を心掛ける。 

Ａ  

 

 

 

Ａ 

・自己管理能力の育成。 

・生徒端末の効果的な活用が

できるよう、引き続き活用

機会を増やしていく。 

・学習意欲の向上。 

・前向きな進路選択にむけ、よ

り具体的な見通しを持たせ

られるような指導、支援を

行う。 

家庭との連携を密にし、服装・頭髪指導等の一貫性のある指導を通して規範意識を高める。 Ａ 

学習意欲を高め、基礎学力の向上

を図る。 

学級においても ICT端末を積極的・効果的に活用することで、生徒が学習に取り組みやす

い環境をつくるとともに、授業でも BYOD をスムーズに活用できるようにすることで、学

力向上につなげる。 

Ｂ 

検定試験合格のための取り組みを計画的に進め、合格者を増やすことで、生徒の学習への

モチベーションを高める。 

Ｂ 

進路実現のための意識の向上を

図る。 

学校行事や総合的な探究の時間の活動の中で、生徒の自己理解を深め、進路への関心を高

められるようにする。 

Ａ 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式２（高） 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

二年次 規律を守った学校生活を送れる

ようになる。 

登校指導、休み時間、生徒面談などをとおして状況把握及び生徒理解に努め、問題の早期

発見・早期対応を心掛ける。 

A  

 

 

 

 

A 

・自己理解は進められてきた

が、将来への前向きさや自己

肯定感は、まだ育む必要があ

る。前向きに取り組む姿勢を

より高めさせたい。 

普段から声掛けを徹底し、頭髪や服装などの規範意識を高め、家庭とも連携しながら社会

人として必要となる態度を育てる。 

A 

自己理解を深め、自身の今後の生

き方について具体的に考えられ

る。 

総合的探究の時間やＬＨＲを通して、グループワークやワークブックを用いて、自己理解

を促し、豊かな人間を育む。 

B 

授業や学校行事などを通して、他者と協力する姿勢や、自身の進路について考えさせる。 A 

学習意欲を高め、自主的・主体的

に学習に取り組む態度を育てる。 

すべての生徒が安心して落ち着いた環境で授業を受けられるように授業態度の指導を徹

底する。 

A 

基礎学力ドリルを用いて基本的な知識や計算能力を養うことで自信をつけさせ、前向きに

学習に取り組めるようにし、進路実現に向けて行動できるようにする。 

A 

三年次 基本的生活習慣の定着とともに

社会生活に必要な素養を身につ

けさせる。 

時間厳守等の基本的生活習慣を定着させるとともに、社会生活に向けた礼儀やビジネスマ

ナーを身につけさせ、社会で活躍できる生徒を育成する。 

Ｂ  

 

 

 

Ａ 

・総合的な探究の時間の課題

設定 

・自主性・主体性を育成するた

めの指導 

・進路決定後のモチベーショ

ンの維持 

生徒面談や家庭との連携を密にし、状況把握や生徒理解に努め、問題の早期対応を徹底す

る。 

Ａ 

頭髪や服装指導などを通して規範意識を高め、社会人となる意識や態度を育てる。 Ｂ 

自主的・主体的に学習に取り組む

態度を身に付け、進路実現に向け

積極的に行動する力を身につけ

させる。 

総合的な探究の時間を活用し、それぞれの課題に対して自主的・主体的に解決できる能力

を身につけさせる。 

Ｂ 

生徒・保護者・教員が正確に情報を共有しながら、生徒の進路実現に向けてより良い選択

ができるようサポートする。 

Ａ 

四年次 社会人としての自立に必要な素

養を育む。 

 

少人数の利点を生かし、生徒の理解度や関心に応じた授業展開を工夫する。社会人として

恥ずかしくない一般教養を身につけ、卒業後も学び続けることのできる意欲やスキルを涵

養する。ＬＨＲにおいて、一般常識の問題集に取り組む機会を１０回程度確保する。 

A 

A 

卒業後社会人として必要な素

養を育めるよう、残りの期間

も指導し続ける。大学進学者

に対しては、進学目標を再度

確認し、卒業後の自己実現に

向けて指導する。 

多様な特性と進路希望をもつ生

徒に対応し、学校内外の人材を活

用して柔軟な指導を行う。 

保護者との連絡を密にし、時間がかかっても、生徒自身が悔いのない選択ができるよう忍

耐強く支援する。指導方針や重要事項を伝達するため、ＰＴＡ総会・保護者面談等の機会

を利用し、年次からの文書を３回以上発行する。必要に応じて学校外の機関とも連携を図

る。 

A 

社会人として通用する自己管理

能力と適切なコミュニケーショ

ンスキルを養う。 

遅刻や欠席に対する指導を継続し、各生徒が健康的な生活リズムを確立できるよう促す。

加えて、これまで以上に社会の目を意識し、身だしなみや、挨拶・言葉遣いといったマナ

ーの向上に努める。毎月１回の頭髪・服装指導を実施する。 

B 

※ 評価規準： A 十分達成できた    B 概ね達成できた    C やや不十分である   D 不十分である 


